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はじめに
このたびはＵＳＢスティックコピーマシン をお買いあげいただきましＵＳＢ－４００

てありがとうございます。

を正しくご使用いただくため、この説明書は必ずお読みください。まＵＳＢ－４００

たお気付きの点などございましたら、ご遠慮なく連絡くださるようお願いいたします。

※ ＵＳＢスティックはＵＳＢメモリスティックの略です。

製品概要
は、ＵＳＢスティックの１対４のコピーマシンです。パソコンを使用ＵＳＢ－４００

せず、簡単な操作で同時４枚までのＵＳＢスティックのコピー、比較を簡単に行え、ま

た持ち運びに便利なように小型、軽量です。ＵＳＢスティック用の手軽な量産用コピー

マシンとして使用できます。

［ ］フォーマット形式に左右されずに全てのセクターをコピーする ＤＩＳＫ ＣＯＰＹ

や、使用セクタのみコピーする［ＢＲＩＥＦ ＣＯＰＹ 、内容を変えずにＵＳＢステ］

ィックの検査を行う［ＶＥＲＩＦＹ 、他用されたくないデータを完全に削除する［Ｅ］

ＲＡＳＥ］もあります。

コピー時間は、１ＧＢのＵＳＢスティックをコピーする場合で２～４分程度になりま

す（ＵＳＢスティックのメーカーやターゲット側の個数により変わります 。）

梱包内容の点検
がお手元に届きましたら、輸送上の破損や欠品が無いか点検してくだＵＳＢ－４００

さい。もし破損、欠品等ございましたら、電話連絡後、前ページの住所までご返送くだ

さい。

梱包内容ＵＳＢ－４００

１． 本体 ーーーーーーーーーー １台ＵＳＢ－４００

２．ＡＣコード ーーーーーーーーーーーーーー １本

３．ユーザー登録カード ーーーーーーーーーー １枚

４．保証書 ーーーーーーーーーーーーーーーー １枚

５．取扱説明書（本書） ーーーーーーーーーー １冊

ユーザー登録カード

ユーザー登録カードに必要事項を書き込んだ後、返送してください。

新製品の発表、ハードやソフトの不良など とお客様との大切な連絡手段と㈲デンノー

なります。
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第１章 基本ハード仕様

１.１ ケース

いろいろなコピー方式などの決定や動作状況を表示するパネル面と、ＵＳＢスティ

ックを挿入するコネクタのある前面、電源コードを接続するＡＣインレットと電源ス

イッチのある後面があります。

後面

（１）パネル面

① ＬＣＤ

動作や状態を表示するＬＣＤ（液晶）です。

② Ａキー

コピーモードや、いろいろな仕様を選択するキースイッチです。

③ Ｂキー

セットアップモード時に、仕様を変更するキースイッチです。

１（Ｓ） ２ ３ ４ ５

パネル面

前面
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（２）前面

ＵＳＢスティックを挿入するＵＳＢコネクタが５個と、動作中や結果を表示する

ＬＥＤが５個あります。

コネクタ番号１（Ｓ）はソースＵＳＢスティックを挿入し、コネクタ番号２～５

はターゲットＵＳＢスティックを挿入します。各コネクタ番号は、ＬＣＤに表示さ

れる番号に対応します。

ＬＥＤが赤く点滅している場合は動作中を表し、赤く点灯している場合は結果エ

ラー、緑に点灯している場合は結果ＯＫを表します。

（３）後面

ＡＣインレットに付属のＡＣコードを接続し、電源スイッチで のＵＳＢ－４００

電源をＯＮ／ＯＦＦします。

電源スイッチは、コピーなどの動作中に操作しないでください。

ＡＣインレット電源スイッチ
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１.２ ＬＣＤ

ＬＣＤには動作状況や結果などを表示します。下記に通常モード（ＦＵＬＬ ＣＯ

ＰＹ）での表示例を表します。

① 動作モード

現在の動作モードを表します。種類は２ ２（１）通常モードを参照してください。.

② ソースＵＳＢスティック容量

ソースＵＳＢスティックを認識した後、容量を表示します。

③ 転送スピード

コピー時はソースＵＳＢスティックからデータを読み出し、ターゲットＵＳＢスティ

ックに書き込むスピードを表し、比較時はソースＵＳＢスティックからデータを読み

出し、ターゲットＵＳＢスティックのデータと比較するスピードを表します。

１ ５ＭＢ／Ｓの場合は、１秒間にデータを１ ５Ｍバイト転送することを表します。. .

④ ＵＳＢ番号

１：１はコネクタ１を表し、１：２はコネクタ２を表します。同様に１：３～１：５

はコネクタ３～５を表します。

また、１：１は特別で、コピーや比較時はソースＵＳＢスティックを接続し、ソース

を表します。

⑤ 経過表示

コピーや比較時の経過を表します。２０％であれば、コピーなどが２０％済み、残り

が８０％であることを示しています。

動作が終わった後は結果を表示します。

ＦＵＬＬ ＣＯＰＹ １／１

Ｓ：１９４８ＭＢ １.５０ＭＢ/Ｓ
1:1 1:２ 1:３ 1:４ 1:５

１８％ ６％ ６％ ５％ ４％

動作モード
ソースＵＳＢスティック容量

転送スピード

ＵＳＢ番号

経過表示
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第２章 動作モード

２１ 電源投入時.

は、電源スイッチを押してから実際に使用できるまで２４秒程度時ＵＳＢ－４００

間がかかります。これは内部検査やＬＥＤの点灯検査を行うためです。

電源投入後、９秒程度たった時にブザーを鳴らし、１３秒程度たったときに内部の

ファームウエアのヴァージョンを表示します。また、１０秒程度たった時から、ＬＥ

Ｄを緑、赤と点灯し、点灯検査を行います。

２ ２ 動作モード選択.

には、通常モードとセットアップモードの２種類の動作モードがあＵＳＢ－４００

ります。

通常モードは、通常のコピーや比較を行うモードで、電源投入後はこのモードにな

。 、 、 。ります セットアップモードは 通常モードや それ以外の細かな設定に使用します

電源投入後は通常モードになり、Ａキーを２秒程度長押し（キー入力音変化）する

ことによりセットアップモードになります。また、セットアップモード時に、Ａキー

を２秒程度長押しすることにより通常モードに戻ります。

通常モード（電源投入後）

Ａキー長押し

セットアップモード
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（１）通常モード

電源投入後はこのモードになります。実際にコピーや比較などを行うモードです。

以下のような機能があり、各機能はＡキーを押して切り替えます。

ＢＲＩＥＦ ＣＯＰＹ ←

↓

ＦＵＬＬ ＣＯＰＹ

↓

ＢＲＩＥＦ ＣＯＭＰＡＲＥ

↓

ＦＵＬＬ ＣＯＭＰＡＲＥ

↓

ＢＲＩＥＦ ＣＰＹ ＆ ＣＭＰ

↓

ＦＵＬＬ ＣＰＹ ＆ ＣＭＰ

↓

ＶＥＲＩＦＹ

↓

ＥＲＡＳＥ

コピーモードで使用する場合、 の電源が切れ、ＵＳＢスティックがＵＳＢ－４００

接続されてないのを確認してから電源を入れます。その後、Ａキーで使用する機能を

選択し、１（Ｓ）コネクタにソースＵＳＢスティックを挿入した後、２～５コネクタ

にターゲットＵＳＢスティックを挿入してコピーを行います。

① ＢＲＩＥＦ ＣＯＰＹ

、 。 、ＵＳＢスティックのフォーマットを解析し 使用セクタのみコピーします 通常

ＦＵＬＬ ＣＯＰＹより短時間でコピーします。

② ＦＵＬＬ ＣＯＰＹ

ＵＳＢスティックの全てのセクタをコピーします。

③ ＢＲＩＥＦ ＣＯＭＰＡＲＥ

ＵＳＢスティックのフォーマットを解析し、使用セクタのみ比較します。
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④ ＦＵＬＬ ＣＯＭＰＡＲＥ

ＵＳＢスティックの全てのセクタを比較します。

⑤ ＢＲＩＥＦ ＣＰＹ ＆ ＣＭＰ

ＵＳＢスティックのフォーマットを解析し、使用セクタのみコピーした後、使用セ

クタのみ比較します。

⑥ ＦＵＬＬ ＣＰＹ ＆ ＣＭＰ

ＵＳＢスティックの全てのセクタをコピーした後、全てのセクタを比較します。

⑦ ＶＥＲＩＦＹ

ＵＳＢスティックの全てのセクタにアクセスし、セクタの良否を検査します。

１～５の全てのコネクタで同様に検査を行います。

尚、ＵＳＢスティックのデータは壊れません。

⑧ ＥＲＡＳＥ

ＵＳＢスティックの全てのセクタに００Ｈを書き込み、内部のデータや痕跡を完全

に消去します。他用されたくないデータの消去などに使用します。

１～５の全てのコネクタに対して行うため、間違えてソースＵＳＢスティックを

コネクタに差し込み、データを消さないようにしてください。
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（２）セットアップモード

、 。通常モード時にＡキーを長押しをすることにより セットアップモードになります

通常モード時や、その他の細かな設定を行うモードです。

以下のような項目があり、各項目はＡキーを押して切り替えます。

ＣＡＲＤ ＲＥＡＤＥＲ ←

↓

ＮＯ ＣＨＥＣＫ ＵＳＢ ＣＡＰ

↓

ＡＬＷＡＹＳ ＯＶＥＲ ＷＲＴ

↓

ＢＵＲＮ ＩＮ

↓

ＳＥＴ ＡＳ ＤＥＦＡＵＬＴ

↓

ＵＰＤＡＴＥ ＦＩＲＭＷＡＲＥ

↓

ＳＡＶＥ ＳＥＴＴＩＮＧ

↓

ＡＢＯＵＴ

変更したい項目をＡキーで選択し、Ｂキーを押して変更します。項目に［＊］が表

示されているとき、その機能がＯＮになり、表示されていないとき［ ］は、その機

能がＯＦＦになります。

㈲デンノー内で使用する機能も入っているため、通常の使用者の方々には、全体的

なモードがわかりにくくなっているかもしれません。申し訳ございません。

① ＣＡＲＤ ＲＥＡＤＥＲ

㈲デンノー内でのみ使用します。パソコンなどで使用するＵＳＢインターフェース

を持ったメモリカードリーダーを接続した場合の機能です。

この項目がＯＦＦになっている場合は、メモリカードの抜き差しをする場合にメモ

リカードリーダー全体をＵＳＢコネクタから取り外す必要があります。

この項目がＯＮになっている場合は、メモリカードの抜き差しをする場合に、メモ

リカードリーダーをＵＳＢコネクタに差し込んだまま、メモリカードをメモリカー

ドリーダーから取り外すことができます。



- 10 -

② ＮＯ ＣＨＥＣＫ ＵＳＢ ＣＡＰ

この項目がＯＦＦになっていると、ソースとターゲットＵＳＢスティックの容量を

検査し、ソースがターゲットより大きい場合、動作前にエラーになります（ＢＫエ

ラー 。）

この項目をＯＮにすると動作前の容量チェックを行わなくなります。ただし、コピ

ーや比較スタート後に、容量に応じてエラーになります（ターゲットの容量がソー

スの半分の場合は５０％でエラー 。）

③ ＡＬＷＡＹＳ ＯＶＥＲ ＷＲＴ

将来的な予備機能であり、現在は意味を持ちません。現在はハードディスクを内蔵

していませんが、将来内蔵した場合に、ハードディスクに書き込むファイル名の上

書きに関する機能です。ＯＦＦになっていると、同じファイル名が存在した場合、

上書きするかどうかの確認を要求してきます。ＯＮになっていると、確認を要求せ

ず自動的に上書きします。

④ ＢＵＲＮ ＩＮ

㈲デンノー内で使用するテストモードです。Ｂキーを押し、この項目をＯＮにした

後、通常モードでコピーや比較を行うと、コピーや比較の動作を繰り返します。繰

り返し動作中にＡキーを押すと動作は止まります。

⑤ ＳＥＴ ＡＳ ＤＥＦＡＵＬＴ

Ｂキーを押すと、セットアップモードの状態等を出荷時の状態に戻します。

⑥ ＵＰＤＡＴＥ ＦＩＲＭＷＡＲＥ

㈲デンノーで使用します。機能追加やバグなどが発生した場合に、古いファームウ

エアを新しいファームウエア（プログラム）に変更するために使用します。

⑦ ＳＡＶＥ ＳＥＴＴＩＮＧ

Ｂキーを押すと、変更した現在の機能を に書き込みます。通常モーＵＳＢ－４００

ドで現在選択している機能（コピー・比較等の種類）も に書き込まＵＳＢ－４００

れ、次回の電源投入後に、通常モードがそのときの機能から始まります。

⑧ ＡＢＯＵＴ

。Ｂキーを押すと現在の のファームウエアのバージョンを表示しますＵＳＢ－４００

バージョンを表示しているときに、ＡキーかＢキーを押すとメニューに戻ります。
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第３章 操作

３．１ コピー・比較

（１） のＡＣインレットにＡＣコードを接続し、ＡＣコードをＡＣ１０ＵＳＢ－４００

０Ｖのコンセントに接続します。 電源スイッチを押し電源を入れＵＳＢ－４００の

ます。２４秒程度後に通常モードになり、動作可能になります。

（２）パネル面のＡキーを操作し、コピーや比較など動作モードを選択します。

［動作モードは２.２（１）通常モード参照］ 以下、Ｂキーは操作しません。

（３）ソースＵＳＢスティックを、１（Ｓ）コネクタに挿入します。

（４） がソースＵＳＢスティックを認識し、ＬＣＤに容量などが表示さＵＳＢ－４００

れるのを確認します。以降、コピー・比較の動作中は がソースＵＳＵＳＢ－４００

Ｂスティックからデータを繰り返し読み出すため、ソースＵＳＢスティックはコネ

クタから抜き取らないでください。

（５）ターゲットＵＳＢスティックを２～５のコネクタにセットします。ターゲットＵ

ＳＢスティックは、１本だけでも４本でもＯＫです。また、３本までの場合はコネ

クタの位置はどこでも構いません。

（６） は、自動的にターゲットＵＳＢスティックを認識し、コピーや比ＵＳＢ－４００

較を開始します。

（７） は、コピーや比較が終了すると、ＬＣＤに結果を表示するとともＵＳＢ－４００

に、ＬＥＤでも結果を表示します（緑：ＯＫ、赤：エラー 。）

（８）コピーや比較が終了した後、ターゲットＵＳＢスティックを取り外します。他に

もターゲットＵＳＢスティックがある場合は、空いたコネクタに挿入して、コピー

や比較を繰り返します。

（９）終了する場合はソースＵＳＢスティックやターゲットＵＳＢスティックを取り外

し、 の電源を切ります。ＵＳＢ－４００
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３．２ ＵＳＢスティック動作検査（ＶＥＲＩＦＹ）

（１） のＡＣインレットにＡＣコードを接続し、ＡＣコードをＡＣ１０ＵＳＢ－４００

０Ｖのコンセントに接続します。 電源スイッチを押し電源を入れＵＳＢ－４００の

ます。２４秒程度後に通常モードになり、動作可能になります。

（２）パネル面のＡキーを操作し、ＶＥＲＩＦＹを選択します。

［動作モードは２.２（１）通常モード参照］ 以下、Ｂキーは操作しません。

（３）ＶＥＲＩＦＹではソースとターゲットは区別しません。全てターゲットＵＳＢス

ティックと認識します。

（４）ターゲットＵＳＢスティックを１～５のコネクタにセットします。ターゲットＵ

ＳＢスティックは、１本だけでも５本でもＯＫです。また、４本までの場合はコネ

クタの位置はどこでも構いません。

（５） は、自動的にターゲットＵＳＢスティックを認識し、ＶＥＲＩＦＵＳＢ－４００

Ｙ（ＵＳＢスティック動作検査）を開始します。ＬＣＤに容量などが表示されるの

を確認します。

（６） は、ＶＥＲＩＦＹが終了すると、ＬＣＤに結果を表示するとともＵＳＢ－４００

に、ＬＥＤでも結果を表示します（緑：ＯＫ、赤：エラー 。）

（７）ＶＥＲＩＦＹが終了した後、ターゲットＵＳＢスティックを取り外します。他に

もターゲットＵＳＢスティックがある場合は、空いたコネクタに挿入して、ＶＥＲ

ＩＦＹを繰り返します。

（８）終了する場合はターゲットＵＳＢスティックを取り外し、 の電源ＵＳＢ－４００

を切ります。
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３．３ データ消去（ＥＲＡＳＥ）

（１） のＡＣインレットにＡＣコードを接続し、ＡＣコードをＡＣ１０ＵＳＢ－４００

０Ｖのコンセントに接続します。 電源スイッチを押し電源を入れＵＳＢ－４００の

ます。２４秒程度後に通常モードになり、動作可能になります。

（２）パネル面のＡキーを操作し、ＥＲＡＳＥを選択します。

［動作モードは２.２（１）通常モード参照］ 以下、Ｂキーは操作しません。

（３）ＥＲＡＳＥではソースとターゲットは区別しません。全てターゲットＵＳＢステ

ィックと認識します。

（４）重要なソースＵＳＢスティックを、１（Ｓ）～５のコネクタに挿入しないでくだ

さい。ソースＵＳＢスティックのデータを消去してしまいます。

（５）ターゲットＵＳＢスティックを１～５のコネクタにセットします。ターゲットＵ

ＳＢスティックは、１本だけでも５本でもＯＫです。また、４本までの場合はコネ

クタの位置はどこでも構いません。

（６） は、自動的にターゲットＵＳＢスティックを認識し、ＥＲＡＳＥＵＳＢ－４００

（データ消去）を開始します。ＬＣＤに容量などが表示されるのを確認します。

（ ） 、 、 、７ は ＥＲＡＳＥが終了すると ＬＣＤに結果を表示するとともにＵＳＢ－４００

ＬＥＤでも結果を表示します（緑：ＯＫ、赤：エラー 。）

（８）ＥＲＡＳＥが終了した後、ターゲットＵＳＢスティックを取り外します。他にも

ターゲットＵＳＢスティックがある場合は、空いたコネクタに挿入して、ＥＲＡＳ

Ｅを繰り返します。

（９）終了する場合はターゲットＵＳＢスティックを取り外し、 の電源ＵＳＢ－４００

を切ります。
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３．４ エラーコード

は、結果がエラーになった場合に、ＬＣＤにエラーコードを表示しＵＳＢ－４００

ます。以下にエラーコードを解説します。

エラーコード 原因 対応

ターゲットの方がソースＵＳＢス ①ターゲットＵＳＢスティックを

ＢＫ ティックより容量が小さい。 大きな容量に変更。

。② をＯＮ"NO CHECK USB CAP"
ＣＯ 比較時のソースとターゲットＵＳ 再度のコピー後、比較

Ｂスティックのデータ比較エラー

ＣＲ 比較時のＵＳＢスティックからの 再度のコピー後、比較

データ読み出しエラー

ＥＲ データ消去エラー 再度のデータ消去（ＥＲＡＳＥ）

ＦＤ 原因不明エラー 全ＵＳＢスティックの取り外し、

再度の挿入

ＯＰ ＵＳＢスティック認識エラー 全ＵＳＢスティックの取り外し、

再度の挿入

ＲＤ ＵＳＢスティックからのデータ読 全ＵＳＢスティックの取り外し、

み出しエラー 再度の挿入

ＳＥ ソースＵＳＢスティックの原因不 ソースＵＳＢスティックの取り外

明エラー し、再度の挿入

ＷＲ ソースからターゲットＵＳＢステ 全ＵＳＢスティックの取り外し、

ィックへのデータ書き込みエラー 再度の挿入
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第４章 基本仕様

４.１ 動作仕様

① コピー速度

最高 １０ＧＢ／秒 （ただし、ターゲット１個のみ）

＊ ＵＳＢスティックの種類やターゲットの個数により変わります。

② 認識フォーマット （ＢＲＩＥＦ使用）

ＦＡＴ３２

４ ２ ハード仕様.
① 外形寸法

４８（Ｈ）×１５０（Ｗ）×２８０（Ｄ）ｍｍ

（コネクタなどの突起物は除く）

② 重量

１３００ｇ

③ 使用環境

・動作温度 ５～４０℃

・保管温度 －１０～６０℃

・湿度 ２０～８０％（但し、結露しないこと）

４．３ 使用上の注意ＵＳＢ－４００

① 本機は著作権法で許された範囲のコピーを目的として使用するものです。著作権法

で許されない目的に使用しないでください。


